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質
疑

　
【
議
案
第
１
号
】
ロ
ノ
津
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
新
築
工
事
請
負

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

　
　
　
　

入
札
方
法
が
制
限

付
き
一
般
競
争
入
札
と
な
っ

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
制

限
か
。

　
　
　
　

入
札
の
参
加
資
格

は
、
２
社
の
共
同
企
業
体
と

な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
必

ず
南
島
原
市
に
本
社
の
あ
る

会
社
を
１
社
以
上
い
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。
あ
と
、

技
術
的
な
こ
と
や
、
会
社
の

規
模
等
で
評
点
を
中
心
に
考

え
、
市
内
以
外
の
業
者
に
は
、

厳
し
い
条
件
を
付
け
て
い
る
。

　
　
　
　

下
請
け
や
資
材
の

納
入
等
は
、
な
る
べ
く
南
島

原
市
の
業
者
を
使
わ
れ
る
よ

う
な
条
件
は
な
い
の
か
。

　
　
　
　

現
在
、
こ
う
い
う

公
共
事
業
に
つ
い
て
は
、
そ

の
よ
う
に
は
っ
き
り
と
謳
っ

て
い
な
い
。
な
る
べ
く
指
導

の
中
で
市
内
業
者
を
使
う
よ

う
お
願
い
し
た
い
。

　
【
議
案
第
４
号
】
南
島
原
市

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て

　
　
　
　

55
歳
に
達
し
た
職

員
は
昇
給
し
な
い
。
た
だ
し
、

職
員
で
勤
務
成
績
が
特
に
良

好
で
あ
る
場
合
に
限
り
そ
の

昇
給
を
行
う
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
基
準
を
い
う
の
か
。

　
　
　
　

判
断
す
る
の
は
人

事
評
価
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
た
だ
し
、
現
在
は
人
事

評
価
の
昇
給
に
関
す
る
反
映

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
、
今

検
討
中
で
あ
る
。

　
【
議
案
第
19
号
】
丸
尾
・
休

場
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計

画
に
つ
い
て

　
　
　
　

辺
地
債
で
の
施
行

と
思
う
が
、
市
の
負
担
は
。

ま
た
、
完
成
予
定
は
。

　
　
　
　

辺
地
対
策
事
業
債

が
あ
り
、
充
当
率
１
０
０
％ 

で
、
交
付
税
で
80
％
入
る
、

市
の
財
源
と
し
て
は
20
％
で

あ
る
。
事
業
終
了
は
、
平
成

38
年
で
あ
る
。

　
【
議
案
第
20
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

　
　
　
　

ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
が
減
額
に
な
っ
た
が
、

要
因
と
対
策
は
。

　
　
　
　

28
年
度
は
、
約
２

億
円
の
寄
附
が
あ
り
、
29
年

度
は
３
億
ぐ
ら
い
と
考
え
て

い
た
が
、
伸
び
な
か
っ
た
。

要
因
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と

納
税
を
始
め
る
自
治
体
が
増

え
取
り
合
い
に
な
っ
て
い
る

こ
と
。
国
の
通
知
で
、
返
礼

品
を
３
割
以
内
に
抑
え
な
さ

い
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
的

に
伸
び
て
い
な
い
の
が
、
大

き
な
要
因
と
考
え
て
い
る
。

対
策
と
し
て
、
現
在
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
窓
ロ
が
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
、
楽
天
、
Ａ
Ｎ
Ａ
で
あ
る

が
、
新
た
な
窓
口
の
設
置
や

ふ
る
さ
と
チ
ョ
イ
ス
上
で
バ

ナ
ー
広
告
を
出
す
計
画
を
し

て
い
る
。

　
【
平
成
29
年
陳
情
第
１
号
】

南
島
原
市
交
通
安
全
協
会
の

運
営
・
活
動
費
に
か
か
る
補

助
金
の
見
直
し
を
お
願
い
す

る
陳
情
に
つ
い
て

採
決
の
結
果
、
採
択
と
す
る

こ
と
に
決
定

　
【
議
案
第
20
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
５
号
）

〈
教
育
委
員
会
〉

　
　
　
　

小
学
校
施
設
の
補

償
費
６
，
９
０
０
万
円
減
の

理
由
は
。

　
　
　
　

有
家
小
学
校
建
設

に
伴
う
補
償
費
の
件
で
、
業

務
が
完
全
に
済
ん
で
い
な
か

っ
た
の
で
、
概
算
で
の
予
算

要
求
だ
っ
た
。

　
　
　
　

有
家
小
学
校
建
設

に
か
か
る
予
算
の
、
現
段
階

の
見
込
み
は
。

　
　
　
　

当
初
は
、
本
体
工

事
で
17
億
円
の
予
定
だ
っ
た

が
、
現
在
概
算
で
20
億
円
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
用
地
、
補
償
費
、

仮
設
校
舎
等
で
10
億
円
の
予

定
で
あ
る
。

〈
市
民
生
活
部
〉

　
　
　
　

ご
み
の
市
の
収
集

は
、
一
般
家
庭
ご
み
が
基
本

で
あ
る
は
ず
な
の
に
、
い
ま

だ
に
旧
６
町
に
つ
い
て
は
、

事
業
系
の
一
般
廃
棄
物
の
収

集
も
あ
わ
せ
て
行
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
き
ち
ん
と
行
え
ば
、

量
が
減
少
し
、
入
札
価
格
も

今
よ
り
安
く
な
る
の
で
は
な

い
か
。

　
　
　
　

確
か
に
現
状
は
、

病
院
や
大
き
い
福
祉
施
設
、

ス
ー
パ
ー
等
は
事
業
所
独
自

で
処
理
し
て
い
る
が
、
小
規

模
事
業
所
の
一
般
廃
棄
物
は
、

市
で
収
集
し
て
い
る
。
県
央

県
南
事
務
組
合
へ
の
統
合
等

に
合
わ
せ
て
、
解
消
さ
れ
て

い
く
か
も
し
れ
な
い
。

　
　
　
　

住
民
健
康
診
査
事

業
の
委
託
料
の
減
額
は
、
受

診
者
が
少
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
か
。
対
策
の
た
め
の
啓

発
を
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　

受
診
率
が
年
々
減

少
し
て
い
る
た
め
、
昨
年
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
。
そ

の
中
で
、
平
日
に
休
み
が
取

れ
な
い
等
が
あ
っ
た
の
で
、

休
日
の
検
診
を
始
め
た
り
、

事
業
所
の
会
合
に
参
加
さ
せ

て
頂
き
、
検
診
の
重
要
性
に

つ
い
て
、
話
を
す
る
計
画
を

立
て
て
い
る
。

〈
福
祉
保
健
部
〉

　
　
　
　

こ
ど
も
未
来
課
で
、

高
額
な
減
額
補
正
が
目
に
付

く
が
、
何
か
原
因
が
あ
る
の

か
。

　
　
　
　

園
に
事
業
実
施
予

定
の
調
査
を
し
、
予
算
計
上

す
る
が
、
園
の
都
合
や
職
員

配
置
の
状
況
等
で
、
実
施
に

至
ら
な
い
事
業
等
が
出
て
く

る
た
め
、
減
額
と
な
っ
て
い

る
。

　
【
議
案
第
32
号
】
平
成
29
年

度
南
島
原
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
６
号
）

　
　
　
　

小
学
校
の
空
調
整

備
は
、何
台
設
置
す
る
の
か
。

　
　
　
　

五
つ
の
学
校
の
52

の
普
通
教
室
に
設
置
す
る
予

定
で
あ
る
。

　
　
　
　

一
教
室
当
た
り
の

単
価
は
。

　
　
　
　

電
気
工
事
関
係
で
、

多
額
の
経
費
が
掛
か
る
学
校

も
あ
る
た
め
、
平
均
す
る
と

約
３
３
０
万
円
の
予
定
で
あ

る
。
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（
隈
部
和
久
委
員
長
）

議
案
９
件
を
原
案
可
決

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

文
教
厚
生
委
員
長
報
告

（
田
中
次
廣
委
員
長
）

議
案
14
件
を
原
案
可
決
、
陳
情
１
件
を
採
択

総
務
委
員
長
報
告

総
務
委
員
長
報
告

総
務
委
員
長
報
告
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